
 
 

平成３０年度 学校評価報告書 

名古屋市立若宮商業高等学校 

 

１ 教育目標及び本年度の努力点 

教育目標 自主自律の精神に充ちた心身共に健康な社会人を育成する 

本 年 度 

の努力点 

・基本的な生活習慣の確立と社会性の育成をする。 

・自他を認め合う心や人権を尊重する態度を育成する。 

・身だしなみを整えるなど基本的な生活態度を身につける。 

・学習環境を整え、学習への意欲的な取り組みと検定・資格の取得を促す。 

・学校の情報を広く保護者に知らせ、成果の点検に努める。 
 

２ 評価結果の概要 

対象 項  目 具体的方策 評価結果と課題、次年度への改善策等 

学習 

指導 

学習への積極的

な取り組み 

・朝のコラムの時

間の活用 

 

 

 

 

 

・朝のＳＴ時に「朝のコラム」を全学年で実施する。

コラム・新聞の社説などを生徒が読み、理解する活

動を実施する。また、学年により「朝の学習」「修学

旅行の事前学習」などにも利用する。 

→「朝のコラム」を実施するようになり、生徒が落

ち着いて授業にのぞむようになった。時間の確保が

難しい面もあるが、引き続き工夫し、今後もこの取

り組みを継続していきたい。 

生徒 

指導 

学ぶ環境を整え

る 

・ゆとり登校を含

めた遅刻指導の徹

底 

 

 

・朝の挨拶運動の

実施 

・基本的生活習慣確立のため、遅刻の多い生徒に対

して個別にゆとり登校を実施している。 

→ゆとりを持って登校できるように指導することで

遅刻数は減少傾向にある。次年度も指導する。 

・生徒会執行部の生徒が朝の校門に立ち、挨拶運動

を行った。 

→「おはよう」という声が朝の校門で元気よく響い

ている。次年度も取り組みたい。 

進路 

指導 

進路指導の充実 ・進路ガイダンス

の実施 

・進路希望分野別に大学・短大・専門学校の方や企

業の担当者の方を招いて進路ガイダンスを実施す

る。 

→実際に学校や企業の担当者による話を聞くことで

自分の進路を考える機会となっている。今後も継続

して実施していきたい。 

 


